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2016年8月10日 過度な悲観が一服した「街角景気」（日本） 
2016年7月29日 日銀の金融政策（2016年7月） 追加緩和を決定 

2016年9月6日 

（No.1,900） 
〈マーケットレポートNo.4,991〉 

■失業率の低下や有効求人倍率の上昇傾向が続き雇

用環境が改善するなか、雇用者数は前年比＋2.1％

と、堅調な伸びが示されました。また、雇用者数に現金

給与総額を掛け合わせて見た名目雇用者報酬は同

＋3.5％と、こちらも高い伸びとなっています。 

「給与」は2カ月連続で高い伸び（日本） 
「給与」の変化は厚生労働省が毎月発表する毎月勤労統計調査によって把握することが出来ます。１人当

たりの「給与」の合計を示す現金給与総額（いわゆる名目賃金）や、所定内給与（基本給など）や特別給

与（賞与など）の内訳を知ることが出来ます。足元では物価がマイナスで推移していることなどから、物価の変

動を考慮した実質賃金は、名目賃金を上回って増加しています。 

■厚生労働省が5日に発表した7月の毎月勤労統計調査（速報、従業員5人以上の事業所）によると、1人

当たりの「給与」の合計である現金給与総額（名目賃金）は前年同月比＋1.4％の37万3,808円と、2カ

月連続の高い伸びとなりました。内訳をみると、賞与などの特別給与が同＋4.2％と高く、給与総額に影響し

たと見られますが、基本給などの所定内給与も同＋0.4％と小幅ながらプラスとなっています。また、物価の変

動を考慮した実質賃金は前月と同様に同＋2.0％と、こちらも2カ月連続の高い伸びとなりました。物価のマイ

ナスが続いているなか、実質では名目を上回る賃金の伸びとなりました。 

現金給与総額は前年同月比＋1.4％の高い伸び 
賞与などの特別賃金の伸びが影響 

賃金の増加に加え、消費者心理の改善などが今後の消費を後押し 

名目雇用者報酬も高い伸び 
雇用環境の改善から雇用者数増加 

■足元の現金給与総額は、夏の賞与等の影響で高い伸びとなりました。基本給などの所定内給与の増加は

1％以下にとどまっていますが、雇用環境の改善から名目雇用者報酬といった労働者が手にした賃金の総額が

増加していることにより、経済全体では消費に向かうための資金が増加していると考えられます。 

■2日に内閣府が発表した消費者態度指数を見ると、8月は前月比＋0.7ポイントの42.0と前月から改善しま

した。指数の構成項目を見ると、暮らし向きは同＋0.4ポイント、収入の増え方は同＋0.5ポイント、雇用環

境は同＋1.5ポイント、耐久消費財の買い時判断は同＋0.2ポイントと、主な意識指標は全て前月から改善

しました。こうした消費者心理の改善と、「給与」の増加が、今後の消費の後押しとなると考えられます。 
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